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（福）伊勢市社会福祉協議会

この広報は再生紙を使用しています。

　御薗デイサービスセンター「いきがい」では、８月９日（月）
～８月12日（木）に夏祭りを開催し、福祉体験中の児童・生徒の
みなさんにも、ボランティアとして参加していただきました。

　伊勢市社会福祉協議会では、夏
休み期間中、小学４年生から高校
生を対象に、ボランティア活動へ
の参加のきっかけづくりとして、
「夏休みちょこっと福祉体験」を
開催しました。
　参加した児童・生徒は、デイサ
ービスセンターや授産所での福祉
体験を通じ、高齢者や障がい者に
対する福祉への理解を深めました。

夏休みちょこっと福祉体験

伊勢市社会福祉協議会の
ホームページアドレス及び本所・各支所のメールアドレスが変更となりました

http://www.mmjp.or.jp/iseshakyo/公式ホームページ

メールアドレス 本所 iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
伊勢支所 iseshakyo-ise@mie.email.ne.jp
二見支所 iseshakyo-futami@mie.email.ne.jp
小俣支所 iseshakyo-obata@mie.email.ne.jp
御薗支所 iseshakyo-misono@mie.email.ne.jp
伊勢地域権利擁護センター iseshakyo-kenriyougo@mie.email.ne.jp
伊勢市西地域包括支援センター iseshakyo-houkatu@mie.email.ne.jp
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た
な
い
場
合
は
開
催
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
９
月
11
日
㈯
到
着
分

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
伊
勢
支
所
（
電
話

２
７

－

２
４
２
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

伊
勢
市
八
日
市
場
町
13

－

１

　
　

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

伊
勢
支
所

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
（
往
復

ハ
ガ
キ
１
枚
に
は
１
教
室
の

み
）。

　

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
定
員
の
半
数
に
満

　

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開

催
す
る
各
種
教
室
（
講
座
）
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

伊
勢
市
在
住
の
、
昭
和
25
年

４
月
１
日
以
前
に
お
生
ま
れ

の
方
（
満
60
歳
以
上
の
方
に

限
り
ま
す
）。
原
則
と
し
て

以
前
に
受
講
さ
れ
た
方
は
同

じ
教
室
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
場
所

　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

　

（
八
日
市
場
町
13

－

１
）

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
希
望

教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
（
携
帯
可
）
を
記
入
の
う
え
、

〒
５
１
６

－

０
０
７
６　

　

三
重
県
共
同
募
金
会
伊
勢
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
４
月
に

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
に
自
動
販
売
機
型
募
金
箱
「
ハ
ー
ト
フ
ル

ベ
ン
ダ
ー
」
を
設
置
し
、
６
月
に
は
二
見
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
福

祉
飲
料
自
動
販
売
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
自
動
販
売
機
で
飲
料
を
ご
購
入
い

た
だ
く
と
売
価
の
一
部
が
三
重
県
共
同
募

金
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
ハ
ー

ト
フ
ル
ベ
ン
ダ
ー
」
で
は
、
お
釣
り
を
寄

付
し
た
り
、
募
金
だ
け
を
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
こ
の
自
動
販
売
機
を
通
じ
て
協

力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
こ
の
地
域
の
社

会
福
祉
や
地
域
福
祉
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
…

「
気
軽
に
で
き
る
地
域
貢
献
」
に
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
… 

気
軽
に
で
き
る
地
域
貢
献

自
動
販
売
機
型
募
金
箱
を
設
置
短
期
は
つ
ら
つ
教
室

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

参
加
者
募
集

教
室
へ
の
参
加
を
　
　
　

　
　
希
望
さ
れ
る
方
は
…

デジカメ教室 折り紙教室

内　容
デジタルカメラで撮っ
た写真をパソコンで加
工します。

折り紙を使って作品を
つくります。

開催日

９月22日(水)
10月６日(水)
10月20日(水)
11月10日(水)

計４回コース

９月22日(水)
10月27日(水)
11月17日(水)

計３回コース

時　間 午前９時30分～
11時30分 午後１時～３時

定　員 10名 23名

持ち物 デジカメ
はさみ、ものさし、え
んぴつ、手芸用ボンド、
竹ぐし

材料費 600円程度 １回につき800円程度

自販機の横に縁台を設置。海
風漂う小さなオアシスにぜひ
お立ち寄りください。

伊勢市内設置第１号機です。
ハートプラザみその

二見ふれあいプラザ

４～６月の募金及び寄付合計
ハートフルベンダー（ハートプラザみその設置）分

7,096円
４月

12,418円
５月

13,762円
６月
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社会福祉法人 三重県共同募金会伊勢市共同募金委員会

　共同募金運動は、地域に住む、一人ひとりが協力しあい、お互いを支えあい、住みやすいまちを
つくるための＂たすけあい運動＂です。
　日本の共同募金は、昭和22（1947）年から始まり、「赤い羽根募金」として親しまれています。
毎年、厚生労働大臣の告示によって10月１日から12月31日まで、全国一斉に展開され、伊勢市で
も自治会関係者や、民生委員児童委員、婦人会、ボランティアなどの協力をえて運動をおこなって
います。
　また、共同募金は、各都道府県ごとに行われますので、災害時などを除き、寄せられた募金は、
じぶんの町を良くするしくみとして活用される寄付金です。
　みなさまのあたたかいご理解とご協力をお願いします。

平成22年度 伊勢市の
募金目標額は 22,588,400 円 です

　募金なので強制ではありませ
ん。ただ、それぞれの地域で「ど
れだけ協力したらいいのです
か？」という質問もありますので
目安額を表示しています。あくま
でも目安額ですので、ご協力いた
だける範囲でお願いします。

募金は強制ですか？

　1951（昭和26）年、社会福祉
事業法が制定され、共同募金が法
制化されました。
　社会福祉事業法は、2000（平
成12）年に「社会福祉法」に改正
され、現在の共同募金は、この「社
会福祉法」の第112条に定められ
ています。

共同募金とは

　「じぶんの町を良くするしくみ」
として、地域の皆さまに地域福祉・
まちづくりに関心をもっていただ
き、参加していただくために、世
帯だけでなく、街頭、職場等にお
いても幅広く協力を呼びかけてい
ます。

家･街頭･職場でも…

　目標額があらかじめ決まってい
るのは、社会福祉法に定められた
「計画募金」という性格をもって
いるためです。三重県では、毎年
５月に地域の福祉施設・福祉団体
等から、活動のための配分申請を
受付け、配分計画を立て、目標額
を定めています。

なぜ目標額があるの？

個人に対する優遇措置
・所得税の場合
寄附金額（年間所得の40％を限度
とする額）－２千円
・住民税の場合
寄附金額（年間所得の30％を限度
とする額）－５千円

法人に対する優遇措置
・法人の課税対象となる所得から、当
該法人が支出した寄附金額の全額
が、控除されます（全額損金算入）

税法上の優遇措置

　共同募金の多くは、各市町の社
会福祉協議会を通じて、地域の福
祉施設や福祉団体、いきいきサロ
ンやこども会、地域見守り団体な
どの活動経費に使われています。
また、広域的に活動している障が
い者施設等の改修費や整備費等に
も活用されています。

何に使われているの？

平成22年度 赤い羽根共同募金に
ご協力をお願いします！
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ひとりの力は小さくてもたくさん集まると
大きな力になるよ

共同募金の募金方法には、主に次のような６つの募金方法があります。

●愛ちゃんの汗の数　●希望くんの目　●黄色いはちまきの子の鼻　●ファイト～!!の旗の色　●順位の小旗が１から４に
●オレンジのバトンがにんじんに　　　●空の雲

こたえ

７つの間違いがあるよ！
みんなで探してね

間違いさがし

世帯を対象とした募金です。
自治会の関係者等の協力をえて、募金をお願いしています。

従業員等を対象とした募金です。
企業、団体、官公庁等の職域で、従業員等に募金をお願い
します。

法人（企業）を対象とした募金です。
法人にとって共同募金への募金は、社員の福祉に関する関心を高めるための
社会貢献の一環として、募金をお願いします。

通行人を対象とした募金です。
民生委員児童委員、婦人会、ボランティア団体等が駅前、ショッピングセン
ターやスーパーの出入口、商店街、観光施設等で募金を呼びかけます。

児童・生徒を対象とした募金です。
小・中学校、高等学校等で募金をお願いします。

まつり、地域の行事等の催しに集まる人を対象とした
募金です。

イベント募金

学校募金

街頭募金

法人募金

職域募金

戸別募金
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平成22年度 共同募金配分金事業のご案内について
社会福祉協議会では、昨年度集められました共同募金の配分金で、下記の事業等を行っております。

福祉団体の活動事業への助成事業 連合：限度額10万円、個々：限度額５万円
福祉施設の活動事業への助成事業
（介護保険事業を運営している施設
は除く）

限度額５万円

宅老所への活動助成事業 空き家等利用の新規立ち上げ：限度額30万円（経費の８/10）
２年目以降：限度額５万円

母子生活施設入浴助成事業 母子生活施設へ銭湯入浴券の助成を行う
児童公園遊具等整備補修助成事業 限度額10万円（行政が管理する公園は除く）
こども会等への助成事業 限度額２万円（１事業につき１万円）
高齢者乳酸菌飲料等宅配サービス事業 利用料の15円を負担（90ccの牛乳または乳酸菌飲料）
地域見守り活動団体への助成事業 限度額５万円
音楽療法・健康体操講師派遣事業 いきいきサロンや会食会の実施団体に対して、音楽や体操を通じて交流を図る。
ふれあい・いきいきサロン事業 サロン団体へ１人あたり100円助成（１回あたりの助成金は30人限度）
地区社協助成事業 城田、大湊にある地区社会福祉協議会へ助成

三世代交流助成事業 限度額５万円～20万円（規模によって変動）
（地域の文化や歴史の継承、昔の遊びを通じて世代間交流）

協賛金助成事業 初年度：限度額７万円　２年目以降：限度額３万円
少年スポーツクラブや各種団体などが実施する事業に対し助成

広報発行事業 共同募金運動や事業等の啓発
心配ごと相談事業 毎週水曜日（変更の場合もあるため要確認）
無料法律相談事業 第２、第４木曜日（変更の場合もあるため要確認）
総合相談事業 年１回総合相談を開催
物品貸出事業 レクリエーション品、大型紙芝居、福祉体験グッズ等の貸出
絵本ライブ事業 幼児・児童及びその保護者に対し、絵本ライブを開催（10月２日開催）
福祉映画上映会事業 夏休みに福祉映画上映会を開催（７月31日実施済）
福祉出前講座 社協職員が各地域に出向き、福祉講座を開催

往
信

伊勢市御薗町長屋
2767

何も記入しないで
ください

〒516-0804

伊勢市社会福祉協議会
宛

返
信

※代表者の住所等を記入
してください。

①代表者氏名（フリガナ）
②郵便番号
③住所
④電話番号
⑤年齢
⑥同行者（４人まで可能）
同行者の氏名（フリガ
ナ）、住所、年齢

郵便番号
住所
氏名

往
復
ハ
ガ
キ
の
記
入
方
法

■日　時：平成22年10月２日（土）
■場　所：伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
■対象者：市内在住の幼児・児童及び保護者、絵本ライブに興味のある方
■定　員：300人　※入場には、往復ハガキでの申込が必要となります。
■申込方法：往復ハガキに必要事項をご記入しポストへ投函してください。（９月15日（水）必着）
※１通につき５人まで記入できます。
※応募者多数の場合は、抽選とさせていただき、抽選結果は９月27日（月）までに送付します。
※お申し込みは、お１人様１通の応募でお願いします。
■問合わせ：伊勢市社会福祉協議会本所（電話 20－8610）

志茂田景樹さんの絵本ライブ開催共同募金配分金事業
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平成21年度の共同募金配分金を活用した事業の一例を報告します

福祉施設への助成事業 地域見守り助成事業

福祉団体への助成事業 こども会への助成事業

いきいきサロン

高齢者会食会

三世代交流事業 福祉出前トーク 児童公園の整備

民生委員児童委員やボランティアによる手作り昼食の地区もあります

市内各地に高齢者・子育て・障がい児者サロンがあります

保育園

人形劇団を呼びました

学童クラブ

夏まつりを楽しみました

京町自治会

地域でついた餅を届ける
高齢者見守り活動

二見町江

安心安全見守り隊

こども会

社協の貸出物品を使ってくれています

厚生地区民生委員児童委員協議会

精神障害者施設のぼちぼち倶楽部との交流会

伊勢難聴者中途失聴者の集う会

脳活性化の交流会

協賛金助成事業

絵本ライブ
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６
月
18
日
㈮
、
二
見
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
よ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
用
品
（
リ
バ
ー
シ
ゲ
ー
ム
、
神
経
衰
弱

絵
合
わ
せ
）
が
、
二
見
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
用
品
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た

福
祉
ま
つ
り
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
売

上
金
で
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

二
見
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
利
用
者

の
皆
様
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
喜
ん
で
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
日
時　

10
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
〔
雨
天
決
行
〕

■
場
所　

小
俣
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
、

小
俣
老
人
福
祉
会
館
〔
旧
小
俣
合
同
会
館
〕

（
小
俣
町
本
町
３
）

■
内
容

【
午
前
10
時
〜
10
時
40
分
】

　

☆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

・
フ
ラ
ワ	

ヒ
ネ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

【
午
前
10
時
45
分
〜
午
後
２
時
】

　

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

　

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
腹
話

術
、
手
話
、
バ
リ
フ
リ
な
ど

　

★
体
験

　

・
食
の
体
験

　

・
遊
び
と
も
の
づ
く
り
の
体
験

　

・
防
災
の
体
験

　

	

★
販
売

　

	

・
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
（
う
ど
ん
、

　
　

ラ
ー
メ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
）

　

	

・
縁
日
コ
ー
ナ
ー

第５回 おばたボランティアまつり ～楽しく遊ぼう体験広場～

伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
小
俣
支
部

	

（
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
小
俣
分
室
内
）

　

電
話　

２
７

－

０
５
０
９

問
合
せ
先

その他、

催しがいっ
ぱい

あるよ！

　高齢の方・障がいをお持ちの方の権利擁護の一助として、成年後見制度に対する質問・相談に応じ、さらな
る制度の普及およびその理解を図るため、一般の方及び福祉関係者を対象とした無料相談会を開催いたします。
■日　　時：９月25日（土）午前10時～午後４時
■場　　所：三重県司法書士会館３階（津市丸之内養正町17番17号）
■相談内容：老後の心配ごとや財産管理・生活支援などに関しての成年後見制度の利用についてのご相談。
　　　　　　クレジット・サラ金問題のご相談可。
■相談方法：面談（予約不要）及び電話相談（電話 059－226－3932 当日のみ）
■お問合せ：三重県司法書士会（電話 059－224－5171）

無料成年後見相談会 主催：三重県司法書士会、リーガルサポートみえ支部
　 　  三重県社会福祉士会

北村峯記会長から目録が
手渡されました。

左：リバーシゲーム
右：神経衰弱絵合わせ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

７
月
25
日
㈰
、
三
重
県
日
本
舞
踊
協

会
伊
勢
支
部
が
、
伊
勢
市
観
光
文
化
会

館
で
「
第
30
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
舞
踊
会
」

を
開
催
し
、
そ
の
収
益
金
を
、
伊
勢
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

中
北
隆
敏
会
長
か
ら
、
勝
美
伊
三
次
支

部
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
重
県
日
本
舞
踊
協
会
伊
勢
支
部
よ
り

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

昨年の「おばたボランティアまつり」



8平成22年９月１日印刷：千巻印刷産業株式会社

平成22年６月～７月寄附者ご芳名 ありがとうございました

サークルK夫婦岩店様	 ……………………………………………86,490円
匿名様	 ………………………………………………………………10,000円
横浜ゴム株式会社三重工場様	 …………………………………200,000円
奥村くす子様	……………………………民謡等カセット一式3,500円相当
匿名様	…………………………………………………………………5,000円
匿名様	………第58回伊勢神宮奉納花火大会有料観覧席券60,000円相当
伊勢シニアダンス愛好会様	 ………………………………………50,000円
二見地区民生委員児童委員協議会様	 ………レクリエーション用品２点

25,000円相当
明治安田生命保険相互会社伊勢神宮前営業所様	 ……………112,367円
三重県日本舞踊協会伊勢支部様	 ………………………………250,000円
二見町遺族会様	 ……………………………………………………4,500円
匿名様	 ………………………………………………………児童図書150冊
匿名様	 …………………………………………………………… 10,000円
匿名様	 ……………………………………………和菓子材料9,000円相当

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

御薗町長屋2767
☎ 20－8610　FAX 20－8617本　　所

八日市場町13－1
☎ 27－2425　FAX 27－2412伊勢支所

二見町茶屋456－2
☎ 43－5551　FAX 43－4427二見支所

小俣町元町536
☎ 27－0509　FAX 27－0570小俣支所

御薗町長屋2767
☎ 22－6617　FAX 22－6604御薗支所

※講座の申込み・問合せ先は、伊勢市社会福祉協議会本所または各支所まで。

　ボランティア活動に興味のある方、活
動をしてみたい方、ボランティア入門講
座でボランティア活動のきっかけづくり
をしませんか。

第１回

９月12日（日）午前９時30分～正午

認知症になっても安心して暮らせる地域を
つくろう
＂認知症サポーター養成講座＂

第２回
10月23日（土）午前９時30分～正午

地域に役立つ健康づくりを考えよう

第３回
11月７日（日）午前９時30分～正午

草花や苗木の栽培で情報交換しませんか
＂寄せ植えをしよう＂

身近でできること
　　はじめませんか

ボランティア入門講座 第２弾

全３回

　

二
見
町
の
「
工
房
そ
み
ん
」（
心
身
障
害
者
小

規
模
授
産
施
設
）
で
は
、
今

年
度
よ
り
新
し
い
簡
易
炭
焼

き
釜
を
使
用
し
て
、
竹
炭
の

製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
竹
炭
は
、
民
話
の
駅	

蘇
民
や
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
お
ば

た
、
福
祉
の
店
「
え
が
お
」

で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

１
回
目　

９
月
19
日
㈰

　
　
　
　

２
回
目　

10
月
24
日
㈰

　
　
　
　

３
回
目　

11
月
３
日
㈷

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
頃

■
場
所　

伊
勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

■
内
容　

補
聴
器
等
の
し
く
み
、
補
聴
器
相
談
、

難
聴
者
の
体
験
談
、
要
約
筆
記
等
に
つ

い
て
、
懇
談
会
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
勢
市
障
が
い
福
祉
課

（
電
話
２
１

－

５
５
５
８	

FAX
２
１

－

５
５
５
５
）

　

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢
支
所

（
電
話
２
７

－

２
４
２
５	

FAX
２
７

－

２
４
１
２
）

新
し
い
炭
焼
き
釜
で
竹
炭
製
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

平
成
22
年
度 

伊
勢
市
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
教
室

■講　師　ボランティアグループ、地域
包括支援センター職員　他

■場　所　伊勢市社会福祉協議会	御薗
支所２階多目的室（御薗町長
屋2767）他

■参加費　無料
■定　員　各日程20名
■締　切　９月６日（月）まで
■対　象　市内在住、在勤、在学でボラ

ンティア活動に興味のある
方、活動をしてみたい方

■開催日時・内容


